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1 http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kokugo_shisaku/kikigengo/index.html（2019年 3月 22日閲覧）
2 ヨーロッパでは Bernard Tervootが 1953年に出版したオランダ手話の研究を手話研究の開始とする向きが
多い。



















に言語の性質が検討されてきたという問題にも言及している（Evans and Levinson 2009）。
2.2 手話の類型
　第一言語として習得される手話言語には，聾教育の開始とともにろう児が集められたところに
発生し，大規模なコミュニティをもつ（西洋的）都市型手話（[Western] urban sign language）と，
閉鎖的なコミュニティに一定数以上の割合でろう者が産まれると発生する小規模コミュニティの













5 筆者の経験によれば，2009年のカリフォルニア大学バークレー校での Linguistics Instituteでは要約筆記や
手話通訳が講義や講演についており，類型論の授業や講演でこのような言及があった。
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いう継承が途絶え，その言語が消滅する（Bowern 2017; Mufwene 2017）。
　このことに照らして，手話言語の状況をタイプ別に考えてみよう。都市型手話は，ろう児を集
めた教育の開始によって発生するものとして定義される（Fenlon and Wilkinson 2015）。都市型手
話は，聾学校や地域のデフ・クラブなどのコミュニティで共有され，伝播していくため，聴覚障
害児教育の方針に影響される。地域共有手話は，聴覚障害者があるコミュニティに一定数以上産











































　国際的には，アメリカ手話（American Sign Language: ASL）の影響が強い。日本のろう者もア
メリカの ASLで学べるギャローデット大学などで学んだ経験がある者がいて，ASLを使えるこ
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表 2　手話言語の種類による発生と消滅






































































両耳で 70 dB9以上，あるいは片耳が 90 dBもう片方が 50 dB以上しか聞こえないケースであり，
2016年で 34.1万人である。このうち 65歳以上の者が 26.2万人を占め，65歳未満の聴覚障害者





は 3.1万人（7.9万人× 25%＋ 26.2万人× 4.3%）となる。しかしこの回答数は 236件と母集団に
対しかなり少ないため，あまり信用できない。






























　音声言語が自然に身につかないレベルの先天ろう 13が生まれる割合は 0.05～ 0.1%といわれて
いる（Kochhar, Hildebrand and Smith 2007）。2011年（平成 23年）の統計 14によると，国内の聴
覚障害の手帳保持者は 0～ 9歳で約 7400人であり，この年齢層の人口の約 0.07%である 15。65






発達と同じマイルストーンを経る（Chamberlain, Morford and Mayberry 2000; Newport and Meier 
1985; Petitto et al. 2001）。アメリカでは先天ろう児の約 5～ 10%がろうの親を持つと考えられて







14 平成 28年は平成 23年の調査と比べると調査票の配布数が 2分の 1になっており，平成 23年の数字との
整合性をとることが難しい。平成 23年と平成 18年の調査に整合性がみられるため，ここではこちらを採用
することにした。https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/shintai/06/dl/01_0001.pdf
15 身体障害者（聴覚）手帳保持者が 0～ 9歳で 4万人。近年は新生児聴覚スクリーニングもあり，とくに重
度の聴覚障害が発見されないでいることは考えにくい。




 高嶋由布子／国立国語研究所論集 18: 121–148 (2020) 133






























18 聾学校に通う子どもの数は平成 29年で 5,546人。86校，1767クラス。ネイティブ・サイナーが皆聾学校
に進学するとしたら，聾学校の 2クラスに 1人はネイティブ・サイナーがいる計算になる。
19 障害をもつ子どもが社会的に自立することを目的として行われる医療と保育のこと。




















21 領域を定めた免許状であることには変わりがないことにも注意。 文部科学省 特別支援教育に係る教育職
員免許状について http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/044/attach/1312981.htm（2019年 6月 9
日閲覧）
図 1　社会の中のろう者と聴覚障害児教育

















































































































































29 京都新聞 2019年 3月 6日「ろう女性 40年間の沈黙，秘密の避妊措置　優生保護の証言」https://www.
kyoto-np.co.jp/politics/article/20190305000034（2019/3/15閲覧）
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Japanese Sign Language as an Endangered Language
TAKASHIMA Yufuko
JSPS Research Fellow (RPD), Tokyo Gakugei University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
Since the linguistic study of minority languages as endangered languages began in the 1990s, only 
scant attention has been paid to signed languages. In 2006, the Convention on the Rights of 
Persons with Disabilities of the United Nations defined signed language as “language.” During the 
same period, technology for deaf and hard-of-hearing people, such as hearing aids and cochlear 
implants, became widespread, critically decreasing the population of congenitally deaf people who 
acquire a natural signed language such as Japanese Sign Language as their first language.
  This paper reviews the conditions that lead to the endangerment of signed languages. Previous 
studies have reported that a minority sign language (such as village or sign languages in developing 
countries) may be endangered due to influence from a majority sign language such as American 
Sign Language. In the case of Japanese Sign Language, however, language endangerment is due to 
other factors. The Federation of the Deaf in Japan, for example, has promoted signed Japanese, 
which represents spoken Japanese. Many deaf and hard-of-hearing children learn signed Japanese 
at deaf schools where they are taught by hearing non-fluent signers. As a result, the syntax and 
lexical semantics of Japanese Sign Language have been influenced by spoken Japanese.
Key words:  signed language, Japanese Sign Language, endangered language, urban sign language, 
sign language typology
